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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・既存店の売上前年比が100％を超える月がみられる
ようになった。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・夏物の繁忙期ということも影響しているのかもしれ
ないが、客の買上単価が上昇している。以前よりも１
点の商品にかける金額が高くなってきている傾向が感
じられる。

家電量販店（店
員）

それ以外 ・エアコンが昨年以上によく売れている。薄型テレビ
の売行きも好調である。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・観光客の動向をみると、道外客、海外客とも伸びて
いる。道内客の動きも若干ではあるが上向いてきてい
る。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・客の来店周期が前年度よりも短くなってきており、
それに伴い売上が増加してきている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・季節商材が売れ始めているが、消費者の購買動向
は、依然として慎重な動きをしている。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク期間中、飲食店のメインター
ゲットである観光客の来店が多くみられたので、ある
程度の売上が確保できたが、後半になるにつれて売上
が伸び悩み、結局、月間を通してみると、可も無く不
可も無くといったところであった。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・月間を通して、例年よりも冷涼な気候であったた
め、初夏物商品の動きが鈍い。衣料だけでなく、サン
ダル等のシーズン性の強い雑貨も振るわない。夏の
セール開始まであと１か月ということもあり、今、商
品を定価で買うべきかどうか、客は購買の決定に時間
を掛けている。ポイントアップなどのインセンティブ
も効きにくい状況にある。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・札幌圏の店舗を中心に販売単価の低下が続いてい
る。買上客数の持ち直しはあるものの、客単価は前年
をやや下回っており、身の回りの状況が好転している
とは言い切れない。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・若干ではあるが、来客数が減っているものの、全体
としては大きな変化はみられない。

スーパー（役
員）

単価の動き ・ゴールデンウィーク期間中の気温がやや低く、桜の
開花も４～５日遅れたが、既存店の売上は前年比
104％台で推移している。来客数、客単価共に前年比
102％を超えており、前月同様の数値で推移してい
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク期間中の花見客による需要は好
調であったが、それ以降が良くない。単価はかろうじ
て前年を維持しているが、来客数、買上点数が減少傾
向にある。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・例年との気温差が大きいことが影響して、売上が前
年から大きく減少している。新商品の販売が好調だ
が、特売品など、単価の低いものに集中している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前年と比べて売上が厳しく、前年の８割程度にとど
まっている。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・前年と比べて来客数が伸びてこない。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・利用客の客層をみると、個人旅行での観光客、特に
２人連れが目立っており、期待したゴールデンウィー
ク期間中が不振であった。来客数、売上とも前年比が
マイナス15％となっており、その後の状況も変わらな
い。

家計
動向
関連



高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク後の落ち込みが厳しく、売上は
全体で前年を20％下回った。ランチは広告を出した割
引メニューが好評で来客数が前年より10％増えたが、
売上は前年を下回った。ディナーは売上が激減した。
連休明けでは唯一、月末の25日がにぎわった程度であ
る。同業種や居酒屋も25日はにぎわったようだ。個室
は業績の良い企業の利用こそあったが、売上は前年を
20％下回った。連休後の立ち上がりの悪さは年々ひど
さを増している。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・前年と比べて、来客数は前年比103％と増えている
が、客単価が前年比95％と低下しており、売上の減少
につながっている。

観光型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・道外観光客の人数自体はそれほど伸びていないもの
の、宿泊単価、付帯収入が安定して高いことから、全
体としての売上はまずまずの状況にある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・客の来店動向をみると、好不調の波が大きくなって
いる。道内の宿泊旅行の販売量も前年を大幅に下回っ
ている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・夏場に向けての販売が思うような動きを見せていな
い。客の動きが止まったような感じである。

タクシー運転手 お客様の様子 ・タクシーの需要は季節や天候に大きく左右される
が、積雪期が終わり、需要が落ち着いている感があ
る。アフターファイブの人出も今一つで、すすきので
は相変わらずタクシーが客待ちの列を作っている。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・相変わらず、倒産等の話が絶えない。景気が良く
なっているという話に実感が持てない。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・建設会社の営業担当者によると、新年度に入っても
発注件数が増加していないようである。また、こうし
た状況を見据えて、大手建設会社等では支店規模の縮
小を実施または検討しているようである。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク後は、商店街の人出の減少が続
いている。

商店街（代表
者）

単価の動き ・ゴールデンウィークを境に、客の購買力が低下して
いる。また、夏物の時期に切り替わり、単価の低さが
目立っている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・昨年とは異なり、大型催事を行っても来客数が大幅
に落ち込んだままである。特に、母の日のギフト需要
の落ち込みが目立っている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・既存店の売上高は前年比94％であり、４月との比較
では１％のマイナスとなっている。部門別では、衣料
品が前年比86％、住居用品が前年比95％、食品が前年
比100％、テナントが入居している専門店が前年比
89％となっている。特に衣料品は４月からは８％のマ
イナスとなっており、気温低下の影響を受け、悪化傾
向にある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・昨年５月に競合店がオープンした影響で、昨年５月
の売上は昨年比87％と最悪だったが、１年たった今年
の売上も昨年比98％と相変わらず悪いままである。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・天候不順や原油高騰の影響により、消費の抑制がみ
られる。また、輸入果物などの値上げが起こってお
り、消費者の考え方がよりシビアになってきている。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・昨年は、札幌圏での地上デジタル放送の開始に伴
い、薄型テレビ、ハイビジョンＤＶＤレコーダーの需
要が高まった。しかし今年は特殊要因は無く、地方都
市における地上デジタル放送の開始も10月となるた
め、昨年と比べて家電全体の需要が落ち込んでいる。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・昨年に比べて、来客数の動きがかなり落ち込んでい
る。月初めのゴールデンウィーク期間中についてはか
なり良い数字であったが、それ以降の落ち込みが目
立っている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・インターネット販売に傾斜しているのか、宿泊旅行
を中心に先行受注の状況が悪くなっている。海外旅行
については昨年並みで推移している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク期間中の宿泊旅行が少し落ち込
んだようである。

観光名所（役
員）

販売量の動き ・ロープウェイの輸送人員が前年から３割減少してい
る。



その他サービス
の動向を把握で
きる者

来客数の動き ・４月の気温の推移などから、今年度の観光シーズン
は、例年より10日から２週間前倒しとなった。５月に
入ってからは天候不順もあって、観光客の出足が悪
く、前年に比べて来客数が５％ほど落ち込んでいる。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・これまでマンション等の売上は比較的順調だった
が、マンション等の売行きが鈍ってきている。札幌も
同様の状況にある。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量の低下とともに、受注単価の低下が相変わら
ず続いている。

悪く
なっている

コンビニ（オー
ナー）

単価の動き ・近隣ホテルの宿泊客、特に出張で訪れている人の平
均単価が低下している。また、プチ観光と言われる
ちょっとした観光を行うファミリー層の来店が減って
きている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・原因はよく分からないが、輸送量が増加しており、
全体的に少し良い方向に向かっている。

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・４月ごろまでは、鉄骨メーカー及びコンクリート製
品メーカーとも道内物件が少なく、道外向けの物件も
下期まで待たないと増量が見込まれないと思われてい
たが、ここに来て受注が前倒しで入り出しており、荷
動きが良くなってきた。

変わらない 家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・受注請負物件の低調により、受注が伸び悩んでい
る。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備資金は中小企業向けのものが低調である。しか
し道内全体の設備投資は、大手製造業の工場新設が相
次ぎ増加している。住宅着工は高水準を維持してきた
貸家の建設が落ち込むなど減少傾向にある。観光関連
は旭山動物園効果が持続しており、宿泊業や土産物品
の売上が底堅い。個人消費は雇用、所得環境に大きな
変化はなく、弱含みで推移している。総じて景気は横
ばいで推移している。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・燃油の再値上げや輸入原材料価格高騰の影響によ
り、受注最盛期にもかかわらず景況は悪い。見通しも
悪く、水産加工製造業では５月だけで倒産、廃業が３
件発生した。

司法書士 取引先の様子 ・例年と比較して、個人住宅の建築が減少傾向にあ
り、景気が落ち込んでいるように見受けられる。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・鉄骨建築の需要減は予想していたものの、予想以上
に悪い。一部の製紙及び環境関連、原子力関連の企業
を除いて、良い状況には無い。

悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（役
員）

受注価格や販売
価格の動き

・受注物件の減少、低価格化に歯止めが掛かっていな
い。特に官公庁の入札価格は利益を出せる水準ではな
い。一方、用紙代や原材料は値上がりしてきている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・企業における人材の需要が増加傾向にある。人材派
遣においては一般事務、経理を中心に事務系の派遣需
要が増加しており、販売スタッフの派遣需要もおう盛
である。また、中途採用のニーズも高く、企業活動が
活発になっていることがうかがえる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・４月の有効求人倍率は0.45倍で前年を0.07ポイント
上回っている。一方、新規求職申込件数については、
前年を7.7％下回っている。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・内定状況は非常に良くなっており、複数企業から内
定が出ている学生がいる。一方で内定を取れない学生
もおり、二極化が進んでいる。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・飲食店、衣料品店等の小売店で、若年者層による中
心街への新規出店、創業がみられ、それに伴い求人広
告依頼が若干増えている。しかし、全体の動向を左右
するまでには至っていない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・依然として新規求人数が伸びず、前年比でマイナス
となっている。

やや悪く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前年と比べて、新規求人の件数は増加しているが、
求人数では前年から14％も減少している。

企業
動向
関連

雇用
関連



悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・建設業界全般に先行きの見えない停滞感があり、昨
年と比べると景況感がかなり悪化している。他の様々
な業種、業界でも下向いている状態にある。


